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事務事業名 幼稚園管理運営事業（学校施設課） 事業番号 038-111

担当部署名 教育委員会事務 学校管理 学校施設

令和３年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和2年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

4

事業の概要

-

Ⅰ．基本情報

無 取組      ―     

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ―

   ―   ターゲット

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値

無

―

―

―

施策― 　―　

実施根拠
 ■学校教育法

（根拠法令、条例等）

指標名 ―

2 関連計画

事業開始年度 　 ─

無 現状値 ― 目標値 ―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

 ■本庁

点検年度 令和 7 年度

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

 ■学校園施設(幼稚園9園)、園児、教職員、保護者、地域住民

公民連携・協働事業 -

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

 ■学校園の施設設備の保全を行い、良好な教育施設機能の維持を図る。

5

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

 ■学校園施設設備の修繕、電気・ガス・水道及び電話使用料の支払　等

主な支出先（委託・補助金・負担金等）  ■委託業者

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

 施設や設備の維持保全を行い、園児

の安全安心が確保されている園数
園

目標値 9 9 8 4

当該指標を選定した理由  ■園児の安全安心を確保することを目標とする。

令和元年度 令和2年度 令和3年度

 校舎等修繕料の実施件数 件

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和7年度 

点検年度

100%

目標値の設定根拠・算出方法  ■市立幼稚園の園数

実績値 9 9

達成率 100%

実績値 50 52

達成率 - -

当該指標を選定した理由  ■施設や設備の維持保全に直結するものであるため。

目標値の設定根拠・算出方法  ■緊急的な対応も多いため、目標値の設定にはなじまない。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 - - -



（ ）
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事務事業名 幼稚園管理運営事業（学校施設課） 事業番号 038-111

令和3年度　事務事業評価シート（２）

13

項　　　目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

Ⅲ．投入量
事業コスト （単位：千円）

事業費  (a)

市債

決算 決算 予算 決算 予算

財

源

内

訳

国支出金

30,135 23,798 24,414 23,575 23,285

府支出金　

受益者負担金(使用料、手数料等）　

諸収入 691 30その他

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 32,595 26,228 26,874 26,035 24,925

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 29,444 23,798 24,414 23,545 23,285

人件費  （ｂ） 2,460 2,430 2,460 2,460 1,640

16

事

業

費

内

訳

項　　　目 年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

R2 決算

R3 予算 6,379 6,379 R3 予算

R2 決算 8,314 8,314

 光熱水費
R2 決算 13,870 13,840 R2 決算

事業費

R3 予算 15,199 15,199 R3 予算

 委託料
R2 決算 0 0 R2 決算

 修繕料

R3 予算 165 165 R3 予算

R3 予算 1,542 1,542 R3 予算
 通信運搬費

R2 決算 1,391 1,391 決算

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

備考（算出についての説明等）

R2 決算 R2 決算

① 園児の安全安心が確保されている園数 園

Ⅳ．事業の効率性
単位当たり経費

17

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19  ■各種施設点検結果や緊急対応など、優先順位を考慮しながら、施設設備の維持保全を行い、園児の安全安心を確保した。

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18  ■施設や設備の維持管理に要する経費であり、比較見積もり等により、効率的に予算を執行し、園児の安全安心や良好な環境を確保できた。

予算

R2

R3 予算

単位区　　分 令和元年度

9

42,800

4,755,556

令和2年度

9

41,949

4,661,000

R3

うち

一般財源


